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ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＴＯＫＡＣＨＩ 

十勝ワイズメンズクラブ 
ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

THE SERVICE CLUB 

TO THE YMCA 

2023-2024 1 月号

CHATERED 1977 

十勝クラブ会長  池 田 正 勝   主 題 『 愛をもってチャレンジを  』 

国  際 会 長    ｳﾙﾘｯｸ ﾗｳﾘﾄﾞｾﾝ 【ﾃﾞﾝﾏｰｸ】 『輝かそう、あなたの光を』 

アジア太平洋地域会長  利根川 恵子    【川越】   『変革のための光となろう』 

東日本区理事   山 田 公 平    【宇都宮】 『未来のために今、学びと気づきを！未来のために、

自信を育み、真の喜びに出合う！』 

北海道部部長   古 賀 勝 己    【北見】    『楽しく 仲良く 活動しよう  

オール北海道で 日本区大会を盛り上げよう』 

事務局 〒080-0312 北海道河東郡音更町南鈴蘭南 4丁目 5－5 とかち帯広 YMCA内  T 0155-32-5561 

 

 

会員 月出席者 ニコニコボックス  ク ラ ブ 役 員 
在 籍   19 名 
(内広義)  (2 名) 
＜2 名入会＞ 
 
出席率  ７１% 

ﾒﾝﾊﾞｰ          10 名 
ﾒﾈｯﾄ･ｺﾒｯﾄ   0 名 
ｹﾞｽﾄ         1 名 
ﾋﾞｼﾞﾀｰ      0 名 
ﾒｲｷｬｯﾌﾟ     2名 
計       13 名 

前月残高 335,778円 

今月入金   10,000 円 

今月支出       0 円 

今月残高 345,778 円     

会  長 池田 正勝 

次期会長 重堂 幸恵 

副 会 長  山田 敏明 

〃    大竹 由子    

書  記 山本 雅之 

会  計 中村 義春 

直前会長 久保田和寿 

担当主事 川口  豊 

1 月役員会報告   ＜川口ワイズ報告参照＞ 

日 時 2024 年 1 月 8 日(月)18:30～20:00 

出席者   赤松/池田/川口/久保田/重堂/中村/増中 

矢竹/山下/山田/渡辺 

1．1 月 22 日(月)例会 場所：ノースランド 

  ゲスト：幕別町地域おこし協力隊 本藤 絵理子隊員 

２．山下ワイズの東日本区次期理事立候補の件 

 ・クラブとして承認し、池田会長より推薦書を

提出することとする。 

３．北海道部次期会員増強主査の件 

 ・中村ワイズへ依頼することとする。 

４.YMCA 報告  

・1/11(木)10：00～11：30 幼保園・保育園

おもちつき（池田会長、中村ワイズ出席）・ピン

クシャツデー活動費として50，000円の支援要

請があり、これを承認 

＜ピンクシャツデー活動予定＞ 

・1/23(火)19：00～21：00 CAP 教職員ワ

ークショップ  ・1/30(火)18：30～20：30 

CAP公開ワークショップ（中村ワイズ、重堂ワイ

ズ出席）2/20(火)～22(木)幼保園年長組対象就

学前ワークショップ 

2 月役員会 2 月 5 日(月)19 時より 寿し政  

2 月例会(ＴＯＦ)  ２月 22 日(月)YMCA にて作業 

当番：渡辺ワイズ 

        

1 月例会報告＜ワイズ理解・ASF＞ 

                月当番 山下 真 

１月22日(月)例会のゲストスピーカーは幕別

町地域おこし協力隊の本藤絵理子隊員。18年間

関西で高校教諭として勤めておられましたが、

北海道の自然への憧れが抑えがたく地域おこし

協力隊として幕別町に赴任されました。バード

ウォッチが趣味で北海道の野鳥を見る度にテン

ションを上げている日々とのことです。将来的

にはバードウォッチを楽しめるカフェを持ちた

いとの夢を抱いておられ、本藤さんはなかなか

のアイディアの持ち主であり情熱家です。今ま

でも「忠類地域自然観察会」「化石発掘ツアー」

（幕別町忠類はナウマンゾウの全身骨格化石の

発掘地）を新たに立ち上げ、更に地域イベント

にも積極的に関わり、インスタグラムなどの

SNSを利用して全国に忠類地区の魅力を強力に

発信し続けておられます。 

忠類地区の魅力は数多くあり特産のゆり根も

絶品。夏にボランティアで運営されているシ―

ニックバイカフェから見る日高山脈の眺望は一

級品など種々ご披露頂きました。北海道に来て

虫の多さに閉口し、十勝の雪の少なさに安堵し

ましたが、まず1400人ほどの集落である地域

の人々の温かさに支えられているとのことでし

た。 

《今月の聖句》＜神殿での少年イエス＞イエスが神殿の境内で学者たちへの真ん中に座り、  

質問したりしておられた。   ルカによる福音書２章 41～52 節 
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1 月例会   

本藤 絵理子氏のスピーチ  

とかちに行かなきゃワイズじゃ 

ない。とにかく十勝に行こう！ 

 

たとのこと。まず1400人ほどの集落である地域の人々の温かさに支えられているとのことでした。北海道の

人は穏やかで控えめ、新しいものを生み出すより前例を重視する気質を感じているそうですが、チャレンジし

ている人に会いに行き、お互いに刺激しあうことを今年の目標にしているとのことです。各地域に地域おこし

協力隊が配置されていますが、彼ら彼女らの熱意とスキルを活かし、地域がもっと元気になればいいと、スピ

ーチを聞いて思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもちつき 

1 月 1１日、ワイズメンズクラ

ブからいただいた、もち米を使用

し、おもちつきを行いました。今

年度は、池田ワイズ、中村ワイ

ズ、矢竹ワイズ、年長組祖父母が

参加してくれました。ワイズメン

ズクラブのご協力で、昔ながらの

伝統行事を体験することができま

した。ありがとうございました。 

もちつきの後、冬休み中の小

学生は久し振りに池田ワイズ

のマジックショーを楽しみま

した。ワン・ツー・スリー！ 

 

1 月 30 日、ワイズメンズクラブにご協賛い

ただき、保護者や職員が「あらゆる暴力から子

どもを守る CAP ワークショップ」を体験しま

した。山下ワイズ、中村ワイズ、重堂ワイズも

ご参加ありがとうございました。 


